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国
富
公
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館
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推
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て
く
れ
て
認
定
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れ
ま
し
た
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の
経
験
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熟
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。
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PhotoNews

　　　　　こま回し対決

　加斗保育園で「祖父母と伝承遊び（こ
ま回し対決）」が行われました。同時に
回したこまが、どれだけ長く回っている
かで競います。最初は園児どうしで対決。
その後、祖父母と年中、年長の園児が対
決しました。園児らは何度挑戦しても祖
父母には勝てず、最後は、祖父らに手の
ひらでこまを回す「技」を見せてもらっ
て大喜びでした。

　　　　　オイケモノ神事

　国選択無形民俗文化財「オイケモノ神
事」が加茂神社（加茂区）で営まれまし
た。１年間地中に埋めた木箱を掘り起こ
し、その中のドングリやシイなど７種類
の種物の芽立ち具合で五穀の豊凶を占う
神事で、竹中嘉浩区長が木箱から慎重に
種物を取り出し確認。「今年も豊作間違
いなし」と判定されると、周りから拍手
が起きました。

１/30

　　　　　遠敷保育園で豆まき

　節分のこの日、遠敷保育園では園児ら
が手に豆を持ち、童謡「豆まき」を歌っ
て楽しく過ごしていました。すると突然、
窓から青鬼が入ってきました。その恐ろ
しい姿に大慌てで逃げ出す園児たち…。
　しかし、保育士の「鬼は外」の掛け声
に合わせて、勇気を振り絞って一斉に豆
をぶつけると、青鬼はたまらず逃げ出し
ていきました。
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　　　　　子ども会かるた大会

　中央公民館で開催された「子ども会かるた大
会」。各地区の代表 27 チームが８リーグに分か
れて予選を行ったあと、各リーグ１位で決勝
トーナメントを戦いました。選手らは、「わが
袖は…」など上の句が詠まれると、瞬時に札を
取っていました。結果は次のとおり。①すずし
ろＡ②田烏Ｂ③田烏Ａ

　　　　　第２回おばま検定

　小浜市についてどれだけ知っているか
を試す「御食国若狭おばま検定」。「自然」
「食」「歴史」「文化」など、さまざまな
分野から出題された 100 問に、市内外か
ら 74 人が挑戦しました。制限時間１時
間のため、受検者は時間を気にしながら
問題を解いていました。

　　　　ジャンボ巻きずし作り

　宮川地区の園児と児童、その保護者ら
約 80 人が、長さ 20㍍のジャンボ巻きず
し作りに挑戦しました。ノリの上に酢飯
を敷き、卵焼きやかんぴょうなどの具材
を載せていきます。掛け声とともに一斉
に巻きすだれを返すと完成です。恵方の
東北東を向き、みんなで試食しました。

２/１

１/25

　　　　　新たな御食国大使に山本さん

　演歌歌手として活躍されている山本智
さと こ

子さんを御食国
大使として委嘱しました。２月 18 日、蘇洞門など小浜市
の魅力を歌った新曲「若狭恋唄」が発売されたことを機
に、本市のＰＲ活動に協力していただくことになりまし
た。４月 18 日には、蘇洞門開き式典に参加する予定です。
　今回の委嘱で、御食国大使は 93 人になりました。
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